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熊本といえば、震災後復旧した熊本城、阿蘇、馬刺しなど、
ほかにも数えきれない程、観光もグルメも魅力満載の県です。

https://kumamoto.guide/



そして、熊本市にある
済生会熊本病院予防医療センター。

九州でも有数の大腸CTハイボリュームセンターです！

センター長は大腸CTでも非常
にご高名な満崎克彦先生。

https://sk-kenshin.jp/



表１．年度別　大腸CT検査成績

受診者

総数

精検

対象者数
要精検率

精検

受診数

精検

受診率
癌発見数 癌発見率

陽性反応

適中度

(人) (人) （％） (人) （％） (人) （％） （％）

（A） （B) （B/A) （C) （C/B) （D) （D/A) （D/B)

2017 852 71 8.3 64 90.1 1 0.12 1.41

2018 866 75 8.7 65 86.7 0 - -

2019 945 85 9.0 78 91.8 2 0.21 2.35

2020 749 64 8.5 56 87.5 3 0.40 4.69

2021 874 57 6.5 52 91.2 2 0.23 3.51

※2021年度：直腸神経内分泌腫瘍含む

年度

大腸CTのデータをいただきました！

検査件数は年間800～900でかなり多いです！

• 大腸CTを受けた874人中、6.5％に6㎜以上のポリープを検出
• うち9割の方が精密検査として内視鏡を受検
• 実際に6㎜以上のポリープが５％程度発見（未記載）
• 癌は2名（0.2％）発見

例えば、2021年では



検査2日前 就寝前 ピコスルファートナトリウム錠 2錠

検査前日

朝・昼・夕 大腸CT用検査食（FG-two)

夕食後 コロンフォート1本

就寝前 ピコスルファートナトリウム錠 2錠

検査当日

朝 朝食なし

午前中

モビプレップ配合内用剤700ml

コロンフォート1本

ネオハイトロミールⅢ（とろみ剤）

腸管洗浄剤飲用後 ガスモチン(2.5mg) 4錠

（当日午後に検査をする場合）

前処置の方法を教えてもらいました！

やはり腸管洗浄剤の量が内視鏡の前処置よりも少ないですね。

検査食、とろみ剤の使用など、かなり工夫が凝らされています。



自施設の成績も論文化されています！

満崎ら 人間ドック 2019;34:613-620

一次検診としての大腸CTを大腸内視鏡と比較
↓

大腸CTにおける大腸腺腫および大腸癌の検出は
大腸内視鏡と同等であった。

Sakamoto et al. Acta Radiologica 2012: 1–6 
大腸CTにおける平坦型ポリープの検出を検討

↓
平坦型の検出率は隆起型より低い。6㎜以上では
87.5％だが、5㎜以下になると5割に満たない。

満崎先生、坂本様、貴重なデータを提供いただきありがとうございました！
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